
41

つなぎ、ひろげる取り組み
～大水害を風化させない（長崎県諫早市）～

� 大水害を風化させない・・・タイムカプセルで記憶のバトンを渡す

出典：本明川だよりNo.21
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つなぎ、ひろげる取り組み
～防災訓練プログラム（NPO法人プラス・アーツ）～

� 子どもを中心とする若いファミリー層を対象に、震災時に必要な「技」や
「知識」を身につけてもらうための新しい防災訓練のシステム

■かえっこバザール
防災訓練を組み合せながら、いらなくなったお
もちゃで物々交換。この仕組みで沢山の親子が
防災の“知識”や“技”を学ぶ

■救難救助体験
人間と同様の体重のヌイグルミを救難救助。
楽しく実線することで災害時にもっとも重要な
臨機応変な行動を体験的に学ぶ

■神戸防災体操
神戸の震災で得られた様々な教訓を体操の動き
のなかで表現し、体で覚える。被災地での人と人
のつながりの重要性をメッセージとして発信。

NPO +artsホームページより
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つなぎ、ひろげる取り組み
～災害想定を主とする校内宿泊体験 （日本女子大学附属豊明小学校）～

■宿泊体験の目的

① 学校宿泊体験を通して、地震など自然災害に対する心構えを学ぶ。

② クラス、学年の友達と共同生活を行い、協力することや指示を聞いて安全に
落ちついて行動できるようにする。

③ 引渡し訓練を行い、家族で防災について話し合う。

小学校受験新聞ホームページより

非常食を使った食事作り 防災ブック学習 救助犬活動見学

はしご車見学 消化器訓練 防災用品見学
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つなぎ、ひろげる取り組み
～防災引き渡し訓練（西神田保育園）～

� 我が子を守るために今できること
� 災害が起こったときに、子どもたちを安全な場所に避難させ、迎えに来たお
父さん、お母さんへの引渡しを行い、一緒に帰宅

� 保護者に保育園までの所要時間、経路、引渡し者、お迎えの時間、到着時
間などの確認事項を一人一人チェック

千代田区総合ホームページより

防災頭巾を被って避難

一緒に帰宅確認事項のチェック
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つなぎ、ひろげる取り組み
～水害かるたとり体験（北上川学習交流館）～

� 水害の恐ろしさや避難する大切さ、隣近所との協力や地域連携の重要さ
などを「かるた」に。

� 親子や世代を超えた交流により、水害の備えや防災・減災に役立てなが
ら、後世に引き継ぐ。

北上川学習交流館あいぽーとホームページより
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つなぎ、ひろめる仕組みづくり
～岩木川子供防水団による水害伝承（富士見保育所）～

� 子どもたちへこの洪水の事実を言い伝え、防災の意識を高めていくため、
紺屋町消防団・青森河川国道事務所の協力を得て「富士見保育所子供
水防団」を結成

①紺屋町古老による水害のお話
②春と秋の堤防除草後、紺屋町消防団とともに堤防点検
③避難誘導訓練（団員が年少組の手を引き、保育所から防災拠点までの避
難）
④水防工法の模型による実体験


